
はじめに

西南日本外帯に位置する秩父累帯には，主としてジュラ
紀古世後期～白亜紀古世中期の付加複合体が広く露出す
る．秩父累帯は，沖縄から関東山地東端に至り，膨縮を繰

り返し一部で欠如する地域があるものの，ほぼ連続的かつ
帯状に分布する．松岡ほか（１９９８）は，豊富な地質データ
が蓄積されている四国と関東山地の秩父累帯を対象に，付
加体地質の観点に基づく統一的な地層区分を試みている．
しかし，その統一区分は西南日本全域を網羅するものでは
ない．その理由の一つに，付加テクトニクスの視点からの
再検討が遅れている地域の存在が挙げられる．

浜名湖周辺の秩父累帯は，５万分の１地質図幅「三河大
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要 旨

静岡県浜名湖東方に位置する浜北市で掘削されたボーリングコアの試料から，年代決定に有効な放散虫
化石群集を得た．ボーリングコアの岩石は，秩父累帯の付加複合体に属するメランジュより得られ，剪断
面の発達する泥岩基質中に苦鉄質火山岩類，石灰岩，チャート，砂岩などのブロックを含む．放散虫化石
を含む試料は，剪断された泥岩中にブロックとして産する砂岩シルト岩細互層である．この試料から得ら
れた放散虫群集は，日本と西太平洋で設定された放散虫化石帯（Matsuoka，１９９５）によると，ジュラ紀
中世末（Callovian 末）～新世前期（Oxfordian）を示す Stylocapsa (?) spiralis 帯に属する．メランジュ
の形成年代は，砂岩シルト岩細互層から産した放散虫化石の年代に基づくと，ジュラ紀中世末～新世前
期，ないしそれ以降である．
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MIYAKOSHI (2006) Radiolarians of the Stylocapsa (?) spiralis Zone (uppermost Middle to lower
Upper Jurassic) extracted from a borehole core sample in the Chichibu Composite Belt, Hamakita City,
Shizuoka Prefecture, Southwest Japan. Mem. Fukui Pref. Dinosaur Mus. 5 : 41－46．

Age-determinable radiolarian assemblage was extracted from a borehole core in Hamakita City, east of
Lake Hamana-ko, Shizuoka Prefecture, Southwest Japan. Rocks of the borehole core are derived from a
melange belonging to the accretionary complex of the Chichibu Composite Belt. The core consists of
blocks of mafic volcanic rocks, limestone, chert, sandstone and so on in a scaly mudstone matrix. The
radiolaria-bearing sample is the alternation of thin beds of sandstone and siltstone, which occurs as a block
in a scaly mudstone matrix. Radiolarian assemblage from the sample belongs to the Stylocapsa (?) spiralis
Zone, which indicates latest Middle to early Late Jurassic age (latest Callovian to Oxfordian) according to
the radiolarian zonation in Japan and the western Pacific of Matsuoka (1995). On the basis of the
radiolarian age of the alternation, we conclude that the formative age of the melange is the latest Middle
to early Late Jurassic or later.
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野」（斉藤，１９５５）と「浜松」（礒見・井上，１９７２）でその概
要が明らかにされ，石灰岩から産出する紡錘虫化石に基づ
いて下部～中部ペルム系に対比された．１９８０年代以降，浜
名湖周辺の秩父累帯からジュラ紀の放散虫化石が報告さ
れ，ジュラ紀付加複合体としての側面が明らかにされるに
至っている（水垣，１９８５；家田，２００１）．さらに近年，浜
名湖西方の秩父累帯を対象に，詳細な野外調査と放散虫化
石年代に基づく構造層序学的検討（丹羽・大塚，２００１；丹羽，
２００４；堀，２００４a）および放散虫化石を用いたチャートと
砕 屑 岩 の 堆 積 年 代 の 検 討（堀，２００４b－e ; Niwa and
Tsukada，２００４）が行われ，海洋プレート層序の復元や付
加体地質の観点にたつ地層区分の試みがなされている．一
方，浜名湖東方地域の秩父累帯については，丹羽・束田
（２００４）と丹羽（２００５）により予察的な報告がなされてい
るのみである．

浜名湖の東方約１２km に位置する，静岡県浜北市の静岡
県西部農林事務所育種場内（北緯３４°４８.９′東経１３７°４５.５′，
標高６２m）において，気象庁の歪計埋設のため深度約８００
m に達するボーリングが行われた（Fig.１）．この際，深
度約１３０m で秩父累帯の岩石に着岩し，深度７００～８００m 区
間の岩石が径６６mm のオールコアで採取された．このコア
は，厚い第四系堆積物に被覆される本地域の秩父累帯に関
する重要な地質情報を提供する．筆者らは，このコアの岩
相組み合わせと地質構造を詳細に検討するとともに，砕屑
岩から放散虫化石の抽出を試みた．その結果，砂岩シルト
岩細互層（試料 H７２７２０）から Stylocapsa (?) spiralis 帯
（ジュラ紀中世末～新世前期）を指示する放散虫化石を得
た．この報告では，得られた放散虫化石の群集構成と年代
を示すとともに，メランジュの形成年代，および浜名湖を
はさむ東西両側地域における，同化石帯を含む地質単元の
分布の連続性について考察を行う．

浜名湖周辺の秩父累帯の地質概要

愛知県豊橋市から浜名湖を経て静岡県浜北市に至る，東
北東－西南西方向に約３５km，北北西－南南東方向に約５
～１０km の範囲に，秩父累帯に属する地層が広く露出する
（Fig.１）．秩父累帯の地層は，その北限で南に急傾斜す
る断層を境に御荷鉾緑色岩類と接し，南限は沖積層に覆わ
れる（礒見・井上，１９７２）．岩相組み合わせの相違に基づ
き，浜名湖西岸から東方に位置する秩父累帯の地層は
い い の や みやこだ

井伊谷層と都田層に区分されている（斉藤・礒見，１９５４；
斉藤，１９５５；礒見，１９５８；礒見・井上，１９７２）．さらに最
近，浜名湖西方の秩父累帯において岩相組み合わせと地質
構造の相違に基づき，付加体地質に基づく新しい地層区分
（丹羽・大塚，２００１；丹羽，２００４）が提唱されている．岩
相組み合わせの類似に基づくと，旧来の区分（伊井谷層と
都田層）と丹羽（２００４）による新しい区分（ユニット T１，
T２，T３）は以下のように対比される．伊井谷層は，ユ
ニット T１とユニット T２の主要分布地域とユニット T
３の北縁部を含む．都田層は，北縁部を除くユニット T３
の分布範囲にほぼ相当する．なお，本稿では地層名として
旧来の伊井谷層と都田層を用い，両層の岩相組み合わせの
記載は礒見・井上（１９７２）と丹羽・大塚（２００１），丹羽
（２００４）に基づいている．

井伊谷層は，泥岩基質中にチャート，苦鉄質火山岩類，
石灰岩などのブロックを含む混在岩を主体とし，砂岩ブロ
ックをあまり含まない．その地質構造は，東北東－西南西
走向で北ないし南に低角度で傾斜し，北に中角度に傾斜す
る部分もある．井伊谷層は，その南限で都田層に整合で累
重すると考えられている（礒見，１９５８；礒見・井上，１９７２）．
ただし，丹羽・大塚（２００１），丹羽（２００４）は浜名湖西方
において，井伊谷層と都田層の境界よりやや北側に高角断
層の存在を認め，それを地質単元の境界断層に位置づけて

FIGURE 1. Map showing the geological outline of the Chichibu Composite Belt around the Lake Hamana-ko, and the location of the bore-
hole. The bore-hole is located at Lat. 34°48.9' N, Long. 137°45.5'E and 62m high above the sea level. Generalized from Saito and Isomi (1954),
Saito (1955), Isomi and Inoue (1972) and Niwa and Otsuka (2001). MTL : Median Tectonic Line, ISTL : Itoigawa-Shizuoka Tectonic Line.
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いる．放散虫化石の示す年代に基づくと，泥岩はジュラ系
中部統中部（水垣，１９８５）を，珪質泥岩はジュラ系中部統
上部～ジュラ系上部統下部？（丹羽・大塚，２００１）を含む．

都田層は，泥岩基質中に砂岩，チャートのブロックを含
む混在岩を主体とし，少量の苦鉄質火山岩類のブロックを
伴う．一般に，砂岩は井伊谷層より多く含まれる．その地
質構造は，東北東－西南西走向で北へ中～高角度で傾斜す
る．放散虫化石の示す年代に基づくと，泥岩はジュラ系中
部統下部～上部（水垣，１９８５；丹羽・大塚，２００１；Niwa
and Tsukada，２００４）を含む．

浜名湖周辺の秩父累帯は，浜名湖東方の都田付近を境に
東西で異なる地層分布を示す．都田より西方では，井伊谷
層と都田層は北から南に帯状に分布する（礒見・井上，１９７２）．
対して，都田東方では，伊井谷層は都田層を挟んで北側と
南側に分かれて分布し，根堅付近で都田層は欠如するとと
もに，伊井谷層は南北に連続する（斉藤・礒見，１９５４）．

ボーリングコアの岩相

ボーリングコアは，全体にメランジュの岩相を呈し，黒
色泥岩基質中に砂岩，チャート，苦鉄質火山岩類，石灰岩
のブロックを含む混在岩からなる（Fig.２）．ブロックの
大きさは，細礫サイズから厚さ十数 m のものまで様々
で，岩相として砂岩とチャートが卓越する．鱗片状劈開な
どの構造性面構造が混在岩の泥岩基質中に発達し，混在岩
は全体にカタクレーサイトの様相を呈する．

深度７００～７８０m の混在岩は，明灰色塊状中粒砂岩，砂
岩シルト岩細互層，白色～明灰色塊状チャート，苦鉄質凝
灰岩，および白色～明灰色塊状珪化石灰岩のブロックを含
む．泥岩基質中の構造性面構造は剥離性と平行性に乏し
く，その面間隔は数 mm～数 cm である．構造性面構造の
傾斜は約２０～６５°で，非対称変形構造は逆断層成分を示
す．

深度７８０～７９０m 区間の混在岩は，上下の岩石に比較し
て著しいカタクレーサイト化を被っている（Fig.２の
cataclastic shear zone）．構造性面構造は，数 mm 以下の
間隔で著しい平行性と剥離性を持ち，一部を除いて約５０°
で傾斜する．砂岩とチャートのレンズ状ブロックが構造性
面構造に平行に配列する．混在岩の基質は黒色を呈し，著
しく細粒な粘土質の岩石からなる．

深度７９０～７９２.５m間は，灰緑色または明灰色塊状の粗粒～
中粒砂岩と黒色泥岩を基質とする混在岩で，全体に破断お
よび角礫化が著しく，混在岩の一部に約５０°で傾斜する弱
い構造性面構造が見られる．深度７９２.５～７９７.５m 間は，
主に灰緑色塊状の粗粒～中粒砂岩からなり，著しく細粒な
粘土質の基質で特徴づけられるカタクレーサイトが泥岩薄
層中に認められる．深度７９７.５～８００m 間は，灰緑色塊状
の粗粒～中粒砂岩からなり，上位の岩石と約７０～８０°で傾
斜する幅約５cm の剪断帯を介して接する．灰緑色砂岩
は，剪断帯付近で破断し角礫化しているほかは，一般に破
砕などの変形構造に乏しい．

放散虫化石年代

放散虫化石を産した試料 H７２７２０は，深度７２７.２m 付近
から採取された，厚さ数 cm の砂岩シルト岩細互層のブロ
ックである．砂岩シルト岩細互層は，検討したコアにおい
て本深度のみに確認される．顕微鏡下では，層厚数 mm
の灰色細粒砂岩層と黒色シルト岩層との互層からなり，灰
色細粒砂岩から黒色シルト岩への級化が認められる（Fig.
３a）．灰色細粒砂岩は，細粒砂サイズのチャート岩片から
主に構成され，石英片と不透明鉱物を伴う．放散虫化石
は，黒色シルト岩中に散点的に含まれている（Fig.３b）
ほか，ごく希にチャート岩片中にも認められる．なお，顕
微鏡下における放散虫化石の産状，および産出した化石群
集に基づくと，ここで報告する放散虫化石群集はシルト岩
から産出したものと判断される．見かけ数 mm の変位を
伴う方解石と石英からなる細脈と，層理面に斜交する幅数
mm の破砕帯がしばしば観察される．

砂岩シルト岩細互層の前後のコアには，細礫サイズのブ
ロックを含み構造性面構造が発達する混在岩が肉眼で認め
られる．砂岩シルト岩細互層は，構造性面構造の発達で特
徴づけられる混在岩の基質と明瞭に異なるとともに，基質
の泥岩よりも粗粒な層相を呈する．なお，放散虫化石の抽
出に用いた砂岩シルト岩互層の岩石試料（試料番号 H

FIGURE 2. Columnar section showing lithology of the core with
the horizon of radiolarian sample.
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７２７２０）は，福井県立恐竜博物館に収蔵試料として登録済
みである（R０００００１２５）．

同定 さ れ た 化 石 種 は，Amphipyndax durisaeptum
Aita, Archaeodictyomitra spp., Dictyomitrella (?)
kamoensis Mizutani and Kido, Eucyrtidiellum spp.,
Hsuum spp., Loopus sp., Loopus (?) sp., Parvicingula
spp. , Protunuma japonicus Matsuoka and Yao ,
Protunuma (?) ochiensis Matsuoka, Sethocapsa spp.,
Stichocapsa robusta Matsuoka, Stichocapsa spp.,
Stylocapsa sp. cf. S. catenarum Matsuoka, Stylocapsa (?)
spiralis Matsuoka, Triactoma sp., Tricolocapsa conexa
Matsuoka, Tricolocapsa plicarum s.l. Yao, Tricolocapsa
spp., Zhamoidellum ovum Dumitrica である（Fig.４）．こ
れらの化石個体は，著しい再結晶作用を被っているため
に，殻表面の装飾を十分に残していない．ただし，特徴的
な形質に基づいて，いくつかの種ないしその比較種が同定
される．Stylocapsa (?) spiralis とした個体（Fig.４の１－
４）は，卵形を呈する殻表面に，らせん状に配列する斜め
方向の縦肋を持つことで特徴づけられる．このような特徴
は，Matsuoka（１９８２）により記載された Stylocapsa (?)
spiralis のそれによく一致する．本試料の年代は，
Stylocapsa (?) spiralis（Fig.４の１－４）の産出に基づくと，
Stylocapsa (?) spiralis 帯のジュラ紀中世 Callovian 末～新
世 Oxfordian に位置づけられる（Matsuoka，１９９５）．他の
化石種の産出レンジ（Matsuoka，１９８３；Aita，１９８７）も，
この年代論に矛盾しない．

考 察

浜名湖東方の秩父累帯の岩相層序は，一部の報告（丹羽・
束田，２００４；丹羽，２００５）を除いて，付加体地質の観点か
らほとんど明らかにされていない．以下では，砂岩シルト
岩細互層から産した Stylocapsa (?) spiralis 帯（Ss 帯）の

放散虫化石の意義について述べ，浜名湖を境に東西両側地
域の秩父累帯の地層分布について言及する．

Stylocapsa (?) spiralis 帯の放散虫化石を産した砂岩シ
ルト岩細互層は，周囲の構造性面構造の発達で特徴づけら
れる混在岩とは明瞭に異なる岩相を示し，その産状から混
在岩中に含まれるブロックと判断される．砂岩シルト岩細
互層は，付加複合体における海洋プレート層序（Matsuda
and Isozaki，１９９１）において，その最上位付近に位置す
る陸源砕屑岩に相当する．また，付加複合体における陸源
砕屑岩の年代は，海洋プレートが陸側に付加する直前の年
代を示す（Isozaki，１９９７）ことから，一般に海洋プレー
トの付加年代に近似される．砂岩シルト岩細互層の放散虫
化石年代は，混在岩中のブロックから得られたものである
ものの，メランジュの形成年代がジュラ紀中世 Callovian
末～新世 Oxfordian，ないしそれ以降であることを確実に
示している．

Stylocapsa (?) spiralis 帯の放散虫化石群集は，浜名湖
西方の秩父累帯の三地点から知られている．本坂峠周辺に
おいて，珪質泥岩から Ss 帯最下部のジュラ紀中世
Callovian 末（丹羽・大塚，２００１の試料０３），および泥岩
から Ss 帯下部のジュラ紀中世 Callovian 末～Oxfordian 前
期を示す放散虫化石（堀，２００４e の Loc.１３０）が報告され
ている．これら二地点から産した放散虫化石群集は，Ss
帯の指標化石種である Stylocapsa (?) spiralis を含む．な
お，この二地点周辺は，伊井谷層（礒見・井上，１９７２）な
いし最近の区分によるユニット T２（丹羽，２００４）に含ま
れる．一方，石巻山南方約１.５km に位置する泥岩は，
Stylocapsa (?) spiralis を含まないものの，Ss 帯中部～上
部に比較される放散虫化石群集を産する（堀，２００４e の
Loc.１３４）．この産出地点は，旧来の区分による都田層（礒見・
井上，１９７２），ないし丹羽（２００４）によるユニット T３の
分布範囲に位置する．従って，これら Ss 帯の放散虫化石
を産する地点は，伊井谷層と都田層，ないしユニット T２

FIGURE 3. Photomicrographs of alternating thin beds of sandstone and siltstone. The photographs were taken under plane-polarized light.
A, Arrow indicates grading from fine-grained sandstone to siltstone ; B, Many radiolarian fossils are scattered within the siltstone. Arrows
indicate radiolarians.
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とユニット T３にまたがっている．さらに，ユニット T
３の分布範囲が放散虫化石年代に基づいて複数の地質単元
に細分される可能性が指摘される（堀，２００４b）など，Ss
帯の放散虫化石を産する地層の広がりは確定されていな
い．今回，浜北市地下のコアから得られた Ss 帯の放散虫

化石群集は，混在岩中のブロックではあるものの陸源砕屑
岩から産した点を重視すれば，浜名湖西方の Ss 帯放散虫
化石を産する地層が，より東方に連続していることを示唆
している．

FIGURE 4. SEM photographs of the latest Middle to early Late Jurassic radiolarians obtained from the bore-hole core sample. All scale bars
indicate 50µm. 1－4, Stylocapsa (?) spiralis ; 5, Hsuum sp. ; 6, Archaeodictyomitra sp. ; 7, Loopus (?) sp. ; 8, Loopus sp. ; 9, Dictyomitrella
(?) kamoensis ; 10, Amphipyndax durisaeptum ; 11, Parvicingula sp. ; 12, Protunuma japonicus ; 13, Protunuma (?) ochiensis ; 14,
Triactoma sp. ; 15, Zhamoidellum ovum ; 16, Tricolocapsa sp. ; 17, Stylocapsa sp. cf. S. catenarum ; 18, Stichocapsa robusta ; 19,
Eucyrtidiellum sp. ; 20－21, Sethocapsa spp. ; 22, Tricolocapsa sp. ; 23a－b, Tricolocapsa plicarum s.l. ; 24a－b, Tricolocapsa conexa .
Arrows indicate transverse ridge.
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まとめ

静岡県浜北市の地下７００～８００m から，秩父累帯に属す
る混在岩がオールコアで採取された．コアの岩石の堆積年
代を明らかにするため，放散虫化石年代の検討を行い，以
下の点を明らかにした．
１）Stylocapsa (?) spiralis 帯（ジュラ紀中世 Callovian 末～
新世 Oxfordian）を示す放散虫化石群集が，混在岩中の砂
岩シルト岩細互層のブロックから得られた．
２）混在岩からなるメランジュの形成年代は，ジュラ紀中
世 Callovian 末～新世 Oxfordian，ないしそれ以降であ
る．
３）Stylocapsa (?) spiralis 帯の放散虫化石群集を産する
ボーリングコアの岩石は，浜名湖西方で知られている Ss
帯の放散虫化石を産する地質単元の東方延長と考えられ
る．
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